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子ども学科　金子　尚弘
発達臨床学科　多喜乃　亮介
　本研究の目的は，加齢や発達過程でみられる脳
神経系の変異が，行動上にどのような変化となっ
て現れるのかを調べる事である。今年度は特に，
長期に渉る感覚，認知能力，運動能力の変化に注
目し，被験体としてマウスを用い，脳神経疾患の
モデル動物の行動変異を測定するテスト項目を明
らかにすることを目的とした。実験動物を用いた
加齢に関する研究においては，運動，飼育環境，
餌等さまざまな条件実験群を比較して，その影響
を調べることが多い。本研究では，同一個体の加
齢による変化を長期（約 18 ヶ月）に渉って調べ
ることに主眼を置いている。このため本研究では
長期にわたり実験を継続させることが必要であ
る。このような実験の成果は，マウスを用いた認
知・行動に関わる基礎的なデータであり，加齢の
脳神経疾患の動物モデルを作ることを可能とする
ものである。
　長期の行動データを収集するためには，実験装
置およびデータ収集システムが重要な役割を果た
す。行動実験装置は，従来から回転籠の付いた２
段式オペラント実験箱を用いている。オペラント
箱は，正面パネル中央に餌台，その下に給水口，
餌台の左右に２個の LED ランプと，その下に反
応用レバーを設置した透明アクリルの箱（W10
× H13 × D15cm）である。この下に通常用いら
れるマウス用飼育箱を置き，回転籠を設置した。
この 24 時間連続実験装置の特徴は，実験動物の
活動量と学習行動を連続的に観察できるように
なっていることである。 上段に置かれたオペラ
ント箱と下段の飼育箱の間は自由に行き来できる
ようにしてある。オペラント箱は，他のマウスと
隣り合っているため，効果的に遮音するため防音
素材を箱間に入れた。外部にはルームランプを付
け，１０：１４時間の明暗サイクルで点灯させ
た。このオペラント箱を用いることによって，従
来の動物行動実験のように，飼育箱から，行動実
験を行うオペラント箱への毎回の移動を無くし，
実験毎のマウスへの人の接触を出来る限り少なく
した。このような方法で，長期の実験を可能とし
た。実験の度に動物に接触し，移動し，異なった
環境に置くといった操作や，ある一定の時間のみ
の行動を観察するという状況を回避し，その影響
を最小にしたのである。
　本年度も，雄マウス（C57BL/jcl) ８匹を用い，
24 時間連続のオペラント学習を行った。昨年度
から採用した試行開始用の中央レバーに対する反
応後の左右のレバーへの反応に対してペレットを
与えた。しかし中央レバーへの反応は被験体毎に
様々となり，１日数 10 回の反応から，全くの無
反応まで大きな差が出てしまった。このため，無
反応の被験体には中央レバーを開始の条件とせず
に，左右のレバーによる反応に対してペレットを
与えるようにした。
　この後，再び中央レバーへの反応を試行開始と
した結果，全ての被検体で中央レバー－左右レ
バーの連鎖行動が形成できた。この結果は，昨年
行った行動実験の結果と一致し，平均的なレバー
押し反応数は，左右それぞれ 300 回程度となる
ことが再現できた。今後，中央レバーへの反応後
の時間および位置交代を増加させ，記憶を含めた
学習能力を測定する予定である。
報
　　
告
